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年7月にその成果を学位論文「Studies on the Serotypes and Genetic Structure of 









ンサ球菌症の原因菌として知られている。ヒラメから分離される S. parauberis には 2





座の構造と血清型とは関連がある。本論文は、研究室保存の S. parauberis の血清型を
再検討し、各血清型のゲノム DNA 上の莢膜合成遺伝子座の構造を解明して当該遺伝子
座の構造と血清型の関係を論じたものである。 
まず、保存株 188 株の血清型を再検討し、I 型が 3つの亜血清型（Ia、Ib および Ic）
に細分化されることが明らかにした。I、II 型抗血清と反応しない菌株は Ic 型に型別さ
れた。Ia 型と Ib 型、Ib 型と Ic 型は交差反応を示す。ゲノム DNA の SmaI 消化断片の
パルスフィールドゲル電気泳動（PFGE）解析により、188 株の遺伝子型別を試みたと
  
ころ、Ib/Ic 型が PFGE/Cluster I に、Ia型が PFGE/Cluster II に、II型が PFGE/Cluster 
IIIに型別され、SmaI-PFGE による遺伝子型と血清型が一致することが判明した。非特








株は Ib/Ic タイプと、PFGE/Cluster III 株は IIタイプと同じ遺伝子構造を有しており、
それぞれ Ib/Ic 型あるいは II 型から莢膜非産生株（非特異株）に変異したものと考察し
た。保存株 188 株の遺伝子構造を PCR 法で調べたところ、すべての株がそれぞれの血
清型に応じて代表株と同じ遺伝子構造を有することが判明した。 
最後に、莢膜合成遺伝子の塩基配列に基づいて Ia 型、Ib/Ic型および II型に特異的な
プライマーを設計し、マルチプレックス PCR による血清型の判別法を検討した。その
結果、本マルチプレックス PCR 法は保存株 188 株を正確に血清型別した。一方、ウシ
由来の S. parauberis を含む他のレンサ球菌およびグラム陰性魚病細菌では反応が見ら
れなかったことから、本法はヒラメの S. parauberis 感染症の診断および S. parauberis
の血清型別に利用できると考えられた。 
 以上のように、本論文は魚類病原性 S. parauberis の血清型を明確にし、血清型と関
連する莢膜合成遺伝子座の構造を明らかにした。これらはヒラメの S. parauberis 感染
症の診断および防除に役立つ重要な情報であり、養殖現場ですぐに利用できるマルチプ
レックス PCR 法を開発したことを含め、高く評価できる。学位審査委員会は、本論文
は魚病学ならびに養殖漁業の発展に大きく貢献するものであることを認め、博士（学術）
の学位に値するものとして合格と判定した。 
 
 
